
７月の活動報告 河内長野高野街道ロータリークラブ 
 2020年7月12～14日、河内長野高野街道RC（会長 太田 光治）の地域奉仕活動として、当クラブ
の野外例会場であるスマイルファームにて昨年11月に苗付けをし、会員が心を込めて育てた玉葱
を児童養護施設あおぞら、障害者サポートセンターレオ、NPO法人あすへに寄贈しました。 

 当クラブでは夜に集まり食事を共にする通常例会とは別に野外例会として、農場で汗を流し野
菜等を育て、その一部を養護施設や身体障碍者サポート施設、子ども食堂等に無償提供するサ
ポート活動を行っています。 

河内長野高野街道RCスマイルファームにてクラブ会員による玉葱の収穫作業の様子 

 2020年7月16日（木）河内長野高野街道RCは台湾の台北城西RCと友好クラブとリモートによる
交流を実施。 

 2020年6月11日当クラブはRID3482台湾の台北城西RCと友好クラブ締結を行った。6月11日は台
北城西RCの創立1周年記念式典が台北で開催され、当初は当クラブから会員が参加し、友好クラ
ブ締結調印式を行う予定だったが、新型コロナウィルス感染拡大の影響で渡航が叶わず、締結書
の交換のみを実施。 

 7月16日は初の両クラブ会員同士の交流が実現した。2021年6月までには新型コロナが収束し、
台北で開催されるロータリー国際大会で友好クラブの会員と絆を深められることを心から願う。 

【次ページへ】 



 2020年7月16日（木）河内長野高野街道RCはリモート会議の講習会を開催。各会員がスマート
フォンやタブレット、ノートPCを持参し、Zoomのリモート会議システムの活用に挑んだ。 

 太田 光治会長の方針である「ロータリーの活動通して、自ら世代を超えた多くの人々と出会
い、また、時代の変革に対応した様々な活動を企画、参加することにより、ロータリアンとしての機
会を拡大していく」講習とすることが出来、新しい扉を開く第一歩を踏み出した。 




